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大学院自然科学研究科助手

（専門分野：水文学、地形学）
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最初に、研究分野について教えてください。

森林は水を蓄えると言われますが……

蓄えられた水はどのように川にでてくるの
ですか？

Whitaker先生は、雪が融け出してくる現象
を研究対象にしておられるということですが。

研究フィールドとしての雪国新潟は？

調査には学生も連れて行きますか？

学生とのコミュニケーションは英語で？

WHITAKER Andrew

Charles 

P r o f i l e

1970年2月生まれ。
1991年ブリストル大学地
理科学科卒業（イギリス）。
1992年ニューカッスル大
学大学院土木工学専攻修士
課程修了（イギリス）。
1997年モンタナ大学大学
院森林水文学専攻博士課程
修了（アメリカ合衆国）。
1997～1999年ブリティ
ッシュ・コロンビア大学特
別研究員（カナダ）。
1999年新潟大学大学院自
然科学研究科環境管理科学
専攻助手。

ブリティッシュ・コロンビア北部沿岸山地の氷河と森林

流れてくる土砂の構成を調査
（モンタナ州の川で）

ブリティッシュ・コロンビアの氷河と湖

※ポスドク(postdoc、postdoctoral)＝博士号取得後の
(研究の)、博士課程終了後の研究者
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イギリスの大学を卒業された後に、アメリカ
合衆国の大学院に進学しておられますね？

その後、ポスドクでカナダへ移られました
よね？

ポスドクの研究を終了した後に新潟大学に
赴任されたわけですね？

日本での生活は楽しんでおられますか？

最
初
に
日
本
語
で
話
し
を
す
る
と
、
学
生
は

緊
張
せ
ず
に
、
調
査
地
や
研
究
室
で
も
英
語

を
使
お
う
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

調査地で杉山教授とデータを調べる

妙高でのヒルクライムレース

渓流に入り学生と水量をはかる
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山岳マラソンにも参加されたと聞いていま
すが？

昨年、トライアスロンクラブで知り合った
日本人女性と伝統的な日本式の結婚式を挙
げられたそうですね？

最後の質問になりますが、新潟大学の印象
とメッセージをいただけませんか？

INTERVIEW

先生

大学院自然科学研究科

弥彦神社での結婚式

新
潟
大
学
の
学
生
に
は
、
奨
学
金
を
と
っ
て
、

留
学
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
外
の
世
界
で
、

多
く
の
経
験
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
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●インタビューを終えて

インタビューとは言うものの、実は、以前からウイタカ先生とは親しくさせ
ていただいている。缶ビールを片手に飯豊山麓の露天風呂で裸のつきあいをし
たこともある。温泉が大好きで、アメリカ合衆国にいた頃も露天風呂らしきも
のを楽しんでいたらしい。Snow Hydrology の研究者として、露天風呂で雪景
色を見ながら、調査で冷えた体とともに研究の構想を暖めておられるのかもし
れない。今回のインタビューでは、丁寧なクイーンズイングリッシュの端々に、
イギリス、アメリカ合衆国、カナダ、日本と研究環境が変わっても、生き方や
考え方は曲げない英国紳士の強い意志が伝わってくるようだった。長期の継続
データが何よりも大切な水文研究のスタイルは、走ることをこよなく愛するウ
イタカ先生ならではの生き方と重なりあうものがあるように感じた。インタビ
ューのテープおこしと翻訳は大学院自然科学研究科2年の高橋佳菜子さんに手
伝っていただき、翻訳後の校正は奥様のウイタカ英子さんと自然科学研究科の
杉山博信教授のお手を煩わせた。記してお礼申し上げる。 (農学部　紙谷智彦）


